
長
浜
曳
山
子
ど
も
歌
舞
伎
お
よ
び
長
浜
曳
山
囃
子
民
俗
調
査
報
告
書

長
浜
曳
山
祭
の
芸
能財

団
法
人
長
浜
曳
山
文
化
協
会 

滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
地
域
文
化
学
科 





刊
行
に
よ
せ
て

長
浜
の
町
衆
た
ち
が
江
戸
時
代
よ
り
連
綿
と
伝
え
て
き
た
長
浜
曳
山
祭
の
は
じ

ま
り
は
、
四
三
〇
年
前
の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
長
浜
城
と
城
下
町
の
建
設
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
秀
吉
が
始
め
た
「
太
刀
渡
り
」
と
い
う
鎧
武
者
の
歩
行
渡
り
に
、

秀
吉
の
男
子
誕
生
の
祝
い
金
を
も
と
に
町
衆
た
ち
が
建
造
し
た
曳
山
に
よ
る
山
渡

り
が
加
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
浜
縮
緬
な
ど
の
産
地
で
あ
り

交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
長
浜
は
、
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
大
き
く
発
展
し
、
現

在
に
見
る
華
や
か
な
曳
山
が
で
き
あ
が
り
、
曳
山
狂
言
（
子
ど
も
歌
舞
伎
）
、
囃
子

（
シ
ャ
ギ
リ
）
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
が
培
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
礼
の
賑
わ
い
の
様
子
は
す
で
に
江
戸
時
代
の
地
誌
に
も
登
場
し
、
祭
り

が
地
域
づ
く
り
、
文
化
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
現
在
で
も
常
に
祭
り
が
町
の
人
び
と
の
話
題
の
中
心
で
あ
り
、
曳
山
祭

を
支
え
る
人
び
と
の
つ
な
が
り
と
、
伝
統
あ
る
祭
り
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
思
い
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
国
庫
補
助
に
よ
り
作
成
し
た
本
報
告
書
は
、
長
浜
曳
山
祭
の
な
か

で
も
と
く
に
芸
能
文
化
の
伝
承
の
あ
り
方
と
、
祭
り
の
も
つ
地
域
活
性
化
の
仕
組

み
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
曳
山
祭
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、

次
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
報
告
書
作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
記
録
作

成
委
員
会
の
各
委
員
、
滋
賀
県
立
大
学
の
先
生
や
学
生
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
山
組
お
よ
び
囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
の

意
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
四
年
三
月
二
〇
日

財
団
法
人
長
浜
曳
山
文
化
協
会

理
事
長　

髙
橋 

政
之

ご
あ
い
さ
つ

長
浜
曳
山
祭
は
、
滋
賀
県
を
代
表
す
る
祭
礼
で
あ
り
、
こ
と
に
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
曳
山
狂
言
は
全
国
に
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
財
団
法
人
長
浜
曳

山
文
化
協
会
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
こ
の
伝
統
あ
る
祭
礼
の
曳
山
狂
言
や
シ
ャ
ギ

リ
（
囃
子
）
に
つ
い
て
の
調
査
に
、
わ
れ
わ
れ
滋
賀
県
立
大
学
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
が
か
か
わ
る
僥
倖
を
得
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
は
祭
り
の
当
日
だ
け
で
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
稽
古
か
ら
始
ま
り
、
四

月
の
祭
り
の
あ
と
も
補
足
調
査
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
調
査
の
結
果
を
こ

の
よ
う
に
報
告
書
の
形
で
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
調
査

参
加
者
と
と
も
に
よ
ろ
こ
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
調
査
の
過
程
で
は
山
組
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
ま
た
財
団
法
人
長
浜
曳

山
文
化
協
会
の
皆
様
に
は
、
調
査
の
各
場
面
で
心
温
ま
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
て
も
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
報
告
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
現
在
の
祭
り
の
姿
を
忠
実
に
描
写
す
る
こ
と

を
第
一
に
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
長
浜
曳
山
祭
は
大
き
く

変
化
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
な
が
ら
も
こ
の
祭
り
は
次

代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
の
祭
り
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に

と
ら
え
た
本
報
告
書
が
、
今
後
長
浜
曳
山
祭
の
発
展
と
継
承
に
い
さ
さ
か
で
も
貢

献
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
甚
で
す
。

平
成
二
四
年
三
月
二
〇
日

滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
地
域
文
化
学
科

教
授　

市
川　

秀
之



例
言

一
、
本
書
は
平
成
二
二
年
・
二
三
年
度
に
実
施
し
た
「
長
浜
曳
山
子
ど
も
歌
舞
伎

お
よ
び
長
浜
曳
山
囃
子
民
俗
調
査
記
録
作
成
事
業
」
の
報
告
書
で
あ
る
。

二
、
調
査
は
財
団
法
人
長
浜
曳
山
文
化
協
会
よ
り
委
託
さ
れ
た
公
立
大
学
法
人
滋

賀
県
立
大
学
が
、
人
間
文
化
学
部
地
域
文
化
学
科
教
授
市
川
秀
之
お
よ
び
同

講
師
武
田
俊
輔
を
担
当
者
と
し
、
受
託
研
究
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
長
浜
曳
山
文
化
協
会
は
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
平
成
二
二
年
度

地
域
伝
統
文
化
総
合
活
性
化
事
業
に
よ
る
文
化
庁
の
委
託
と
平
成
二
三
年
度

文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
に
よ
る
国
庫
補
助
を

受
け
、
長
浜
曳
山
祭
伝
統
芸
能
文
化
調
査
記
録
作
成
委
員
会
の
指
導
を
得
た
。

【
長
浜
曳
山
祭
伝
統
芸
能
文
化
調
査
記
録
作
成
委
員
会
委
員
長
】
植
木
行
宣

【
同
委
員
】
市
川
秀
之
・
中
澤
成
晃
・
西
川
丈
雄
・
長
谷
川
嘉
和
・
梁
島
章
子
・

山
路
興
造
（
五
〇
音
順
）

三
、
調
査
は
長
浜
曳
山
祭
の
芸
能
に
着
目
し
、
今
後
の
継
承
に
資
す
る
た
め
曳
山

狂
言
お
よ
び
シ
ャ
ギ
リ
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
た
。
そ
の
際
、

調
査
班
を
四
つ
に
分
け
、
平
成
二
三
年
長
濱
八
幡
宮
の
春
季
例
大
祭
に
お
け

る
出
番
山
を
中
心
と
し
た
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
他
の
山
組
に
つ
い
て
も
適
宜

調
査
し
た
。
周
辺
村
落
と
曳
山
祭
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
た
。

四
、
調
査
は
お
お
む
ね
以
下
の
日
程
で
実
施
し
た
。

平
成
二
三
年
一
月　

二
二
年
度
調
査
計
画
策
定
・
全
体
打
合
せ
会
議
開
催

同
年
二
月
・
三
月　

シ
ャ
ギ
リ
・
曳
山
狂
言
稽
古
の
参
与
調
査
・
聞
き
取
り
調
査

同
年
四
月　

曳
山
狂
言
稽
古
・
線
香
番
・
裸
参
り
・
祭
礼
な
ど
の
参
与
調
査
・

聞
き
取
り
調
査

同
年
八
月　

二
三
年
度
調
査
計
画
策
定
・
全
体
打
合
せ
会
議
開
催
・
報
告
書

原
稿
作
成

同
年
九
～
一
二
月　

周
辺
村
落
で
の
聞
き
取
り
調
査
・
報
告
書
原
稿
作
成

平
成
二
四
年
一
月　

山
組
で
の
聞
き
取
り
調
査
・
報
告
書
編
集

同
年
二
月
・
三
月　

報
告
書
編
集

五
、
調
査
は
以
下
の
体
制
で
実
施
し
た
。

【
受
託
研
究
担
当
者
】
市
川
秀
之
・
武
田
俊
輔
（
と
も
に
滋
賀
県
立
大
学
）

【
調
査
員
】
浅
野
久
枝
（
京
都
精
華
大
学
・
首
都
大
学
東
京
非
常
勤
講
師
）・
東

資
子
（
滋
賀
県
庁
県
政
資
料
室
）・
上
田
喜
江
（
愛
荘
町
立
歴
史
博
物
館
）・
小

林
力
（
滋
賀
県
立
大
学
大
学
院
生
）・
中
野
洋
平
（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
）・

西
川
丈
雄
（
財
団
法
人
曳
山
文
化
協
会
）
・
濱
千
代
早
由
美
（
皇
學
館
大
學
非

常
勤
講
師
）
・
藤
岡
真
衣
（
関
西
大
学
大
学
院
生
）

【
調
査
補
助
員
】
中
川
永
・
高
木
唯
・
鎌
倉
千
穂
・
喜
志
弘
基
・
後
藤
恵
理
・

瀬
在
優
実
・
宮
下
侑
子
・
向
井
渉
・
村
松
美
咲
・
山
崎
晃
代
・
井
上
共
世
・
西

田
葵
（
以
上
、滋
賀
県
立
大
学
学
部
生
）・
西
野
文
彦
（
京
都
学
園
大
学
学
部
生
）・

土
田
良
太
（
仏
教
大
学
学
部
生
）

【
財
団
法
人
曳
山
文
化
協
会
事
務
局
】
川
﨑
節
夫
・
中
島
誠
一
・
橋
本
章
（
平

成
二
三
年
九
月
末
ま
で
）・
秀
平
文
忠
（
平
成
二
三
年
一
〇
月
か
ら
）・
小
池
充
・

大
塚
映
明
・
川
村
典
子

六
、
本
報
告
書
は
、
曳
山
狂
言
お
よ
び
シ
ャ
ギ
リ
に
つ
い
て
現
状
を
記
述
し
た
報

告
編
お
よ
び
、
こ
れ
に
考
察
を
加
え
た
論
考
編
か
ら
な
る
。

七
、
報
告
書
全
体
の
編
集
お
よ
び
報
告
編
の
と
り
ま
と
め
は
、
小
林
力
（
滋
賀
県

立
大
学
大
学
院
生
）
が
市
川
・
武
田
の
指
導
の
も
と
担
当
し
、
王
京
徽
・
大

平
史
乃
（
以
上
、
滋
賀
県
立
大
学
大
学
院
生
）
・
瀬
在
優
実
・
鎌
倉
千
穂
・
山

崎
晃
代
（
以
上
、
滋
賀
県
立
大
学
学
部
生
）
が
こ
れ
を
補
助
し
た
。
ま
た
財

団
法
人
曳
山
文
化
協
会
職
員
も
文
章
の
校
正
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

八
、
論
考
編
の
執
筆
分
担
は
、
目
次
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
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